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序章 研究の目的と課題設定  

本論文は、19 世紀末イングランドの基礎学校で実施された宗教教育を、教育の当事者たちの視

点から分析し、「世俗化」の過程と捉えられてきた近代イングランド公教育に対しての歴史的評価

を再検討することを目的としている。  

イングランドの 19 世紀は、国民教育制度が整備された公教育の漸進的な普及期として評価さ

れ、教育への国家介入は、「世俗化」の進展として位置づけられてきた。特に 1870 年基礎教育法

は、初の地方教育行政制度を整備し、宗教教育を規制する条項を盛り込んだことで、脱宗教的な

意義が強く評価され、公教育制度の画期として位置づけられてきた。  

連動して、公教育における宗教教育や宗教の存在は、長らく否定的に理解されてきた。これは、

宗教勢力を、公教育の守旧の遺物、革新の妨害者としてこれまでの先行研究が位置づけてきたた

めである。教育制度史および教育政策史研究は、結果的に宗教を、公教育制度と敵対する存在と

して描いてきた。  

ただし、以上の研究動向から、イングランド公教育が 19 世紀末に「世俗化」したとするのは早

計である。何故なら、宗教組織と関連する任意団体は、公教育制度の発展に貢献してきたからで

ある。1833 年、国家が直接的な公教育への関与を開始した時、補助金供給の供給を担ったのは、

イングランド国教会が組織する国民協会、非国教徒諸派が組織する内外学校協会という教育振興

任意団体であった。1870 年に基礎教育法が制定された後も、宗教教育が公教育から完全に排除さ

れたことはない。19 世紀末イングランドには、「公的」な基礎学校が二種類存在した。一つは、地

方教育行政機関の学務委員会が管理した「学務委員会立学校」であり、もう一つは、任意団体組

織が管理してきた「任意団体立学校」である。任意団体立学校と学務委員会立学校の大多数は、

1870 年後も宗教教育を行い、国民教育に大きく関与していた。  

更に、イングランド教育史研究の一方には、宗教勢力や任意団体の役割と存在を肯定的に評価

してきた諸研究が存在する。こうした研究は、教育社会史的研究において、主にイングランド諸

地域の事例を詳細に検討するミクロな視点による分析を行うことで、任意団体ならびに宗教の再

評価をしてきた。  

つまり、先行研究のイングランド公教育制度の成立・発展理解については、「世俗化」を議論す

るにあたり宗教教育の評価を巡り、矛盾し乖離した言説と理解が併存している。この問題は、公

教育に関する研究を牽引したのが、教育制度史および政策史研究であったことで、国家や教会と

いう権力の対立構造に主軸を置く議論が進行したために生じたと考えられる。しかし、社会史的

アプローチを採用する先行研究も、各地域の教育に関わる出来事や活動を発見した一方で、どう

人々はそれを受け止めたのかという、「宗教教育の受容」に大きな関心を払わなかった。そのため、

宗教の存在が社会にどう影響したのか不明となり、評価を二分してきたのである。問題脱却のた

めには、支配的言説を取り払い、これまでの多様な宗教教育をもう一度見直す必要がある。  

そこで本論文は、宗教教育の当事者たちに注目し、彼らが宗教教育をどのように捉え、認識し、
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解釈したのかを紐解く。それにより、宗教教育の受容についての課題に取り組み、宗教と世俗の

関係性を相対化する中で、その結果に基づいた宗教教育の新たな理解を提示する。これにより、

宗教教育が当時の社会でどのようにみなされたのか、その諸相を描く。つまり、「近代化を達成す

るにつれて、宗教は衰退をしていく」という「大きな物語」に公教育の展開をあてはめた先行研

究に対して、本研究は、宗教教育がどのように認識されていたのかを、人々の様々な事例から、

「小さな物語」として抽出し、新たな歴史像を描くことを目指す。公教育における宗教教育の姿

を個別具体的に浮かび上がらせ、当時の公教育制度における宗教と教育の関係、教育に対する教

会と国家の役割や「世俗化」理解について新たな視座を提示する。  

対象は、イングランド国教会の教育振興任意団体である国民協会と彼らが管理した国教会系基

礎学校、そこでの教育の当事者たちである。本研究は、このような国教会系基礎学校に関わる当

事者たちを中心にして「小さな物語」を描く。国民協会は 19 世紀前半から国内に学校供給を行っ

てきたイングランド公教育の一翼であり、1870 年以降も、管理する学校数および通学する生徒数

は、国内の学校全体のおよそ半数を占めていた。国教会の教義を学ぶことを、当事者たちがどの

ようにみなしていたのか、国教会系基礎学校に注目することで改めて明らかにできるだろう。  

当事者たちの「小さな物語」を描くにあたり、本論文では第一に、先行研究で衰退と捉えられ

る宗教教育の動向を明らかにし、当時の宗教教育の捉え直しを図る。つまり、先行研究における

宗教教育に対する評価の乖離を埋めるため、「世俗化」したとされる 19 世紀末において、宗教教

育がどのような思惑の下に展開され、内容や目的、取り組みが具体的にどのように構想されたの

か明らかにする。第二に、宗教教育の当事者たちがどのように宗教教育を捉えていたのか分析す

る。ここでは、当事者である「担い手」と「受け手」両者の視点から、彼らに映る宗教教育の諸

相を明らかにする。教育の「担い手」たちには、教師はもちろんのこと、国教会聖職者も含まれ

る。聖職者はこれまで、公教育において、評価の分かれる存在であった。彼らが基礎学校に直接

的に関わるのはなぜなのか。彼らの教育は公教育を妨害するものであったのか。この点を明らか

にするため、本研究は聖職者を教育の「担い手」として捉えることで、宗教教育を軸とした聖職

者－教師関係の新たな側面を提示する。さらに注目するのは、これまで見落とされてきた教育の

「受け手」、つまり生徒たちにとっての宗教教育の意味である。宗教教育の受容を巡り、教育を受

けた人々の視点から、宗教教育が公教育に果たした役割について明らかにする。  

これらを通して、宗教教育の役割を再評価すると共に、公教育における宗教の役割を改めて捉

え直すことで公教育が「世俗化」したと理解される 19 世紀末イングランドの基礎学校の新たな姿

を描き出す。このことの意義は、多様な信仰のあり方が認められつつある 19 世紀末のイングラン

ド公教育において、宗教が教育を受けた人々にどのような影響を与えたのかという点から、宗教

教育と国民教育の新たな関係性理解を提示することにある。  

 

第一章 国民協会の宗教教育認識  
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第一章では、教育の「担い手」による宗教教育認識と実践の検討に先立って、これまで等閑視

されてきた国民協会の対学務委員会および宗教教育戦略を検討した。具体的には、国民協会と学

務委員会制度について整理し、1870 年代に、国民協会の自己認識と対学務委員会認識がどのよう

に構築されたのかその過程と要因を明らかにした。  

1870 年基礎教育法は、国の補助金を受ける基礎学校において、宗派の教義や儀式を禁じるクー

パー・テンプル条項や、親が子どもを宗教教育から退席させることを認める良心条項を規定した

法律であった。特に、同法により発足した学務委員会、および彼らの下、設置される学務委員会

立学校の登場は国民教育に大きな衝撃を与えた。学務委員会は宗教教育を非宗派的に行うことを

原則とし、様々な教育的・財政的な権限が与えられたために、国民協会の学校管理と運営の脅威

となった。  

1870 年代の国民協会の年次報告書を確認すると、彼らは学務委員会制度を批判し、自身の宗教

教育に対する危機意識を持っていた。イングランド国内の民衆教育を牽引してきた国民協会にと

って、基礎教育法の制定、学務委員会制度の発足は、権限、機能、財政等様々な面で、大きな障

害となった。その中で自己の正当性の材料として用いられたのが宗教教育であり、国民協会は、

宗教教育を新たな公教育制度を批判する論点とした。  

結果的に、学務委員会制度が廃止されるまでの約 30 年、国民協会は学校数で、学務委員会を下

回ることはなく、基礎教育の一翼を担い続けた。国民協会は 70 年代末、民衆が宗教教育を必要と

していることを確信し、1880 年代からの国民協会の公教育戦略の中で、「宗教教育が公教育にお

いて不可欠である」とする姿勢を強固にしていった。  

 

第二章 国教会聖職者の宗教教育認識：教区視学官による教区査察制度に注目して  

第二章では、国教会聖職者に注目し、彼らの学校における宗教教育の評価と、聖職者自身の教

師についての認識を明らかにした。本章が注目したのは、教区視学官の任に就く国教会聖職者で

ある。彼らは、国民協会により国教会系基礎学校に派遣され、宗教教育の査察・試験を実施した。

彼らによる査察報告は、国民協会の宗教教育認識の根拠となった。  

報告された査察結果を確認すると、基礎学校での宗教教育が 20 年間で向上していることが読

み取れる。基礎学校での宗教教育評価は、高、中、低の三段階評価で報告されており、年代を経

るにつれて高評価の学校割合が増加し、中・低評価の学校割合は低下する傾向にある。19 世紀末

には全体の約四分の三の学校で、高評価の判断が下された。  

教区視学官は、基礎学校において宗教教育が維持・向上し、宗教教育が必要とされていること

を報告し、国民協会が主張する宗教教育の重要性を裏付ける根拠を提供した。同時に、教師の努

力や協力的な態度を高く評価しており、教師を宗教教育の改善に熱心な、協力者として描き、宗

教教育の重要な担い手として描いていた。  

一方で、教区視学官による教区査察ついては、他の教育の「担い手」たちからの証言から課題
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が明らかとなった。彼らは、教区視学官による査察の課題を自らの宗教教育観から述べた。しか

しながら、彼らの意見は教区視学官の査察が、国教会系基礎学校での宗教教育に大きな影響与え

ていたことを示している。宗教教育について、より意義のある宗教教育を実行・評価するにはど

うすればよいかという点が同時期には議論の焦点となったと思われる。  

 

第三章 基礎学校教師の宗教教育認識  

第三章では、教師が宗教教育をどのように認識していたのかについて、彼らによる証言を中心

に、基礎学校における宗教教育の事例と彼らの宗教教育観を検討した。本章では、教師と聖職者

の関係を分析する上で、教師から見た聖職者像や、宗教教育を行う目的・意義を明らかにした。  

19 世紀、国教会系基礎学校の教師にとって聖職者との関わりは必須であり、聖職者は学校にお

いて重要な役割を担っていた。教師の各証言を確認すると、聖職者が学校の授業を直接行ってい

ないのは、都市部近郊の学校のみで、農村地域や小規模の学校では聖職者が授業を行っていた。  

また教師の証言は、宗教教育の内容と、彼ら自身の宗教教育観を示していた。彼らは、宗教の

授業を毎朝、1 時間程度実施しており、自らの宗教教育に使命感を見出していた。ただし、宗教教

育が国教会の教義や儀礼を教えることに偏重していた訳ではない。職務として宗教教育を行うと

いう立場の教師もいれば、宗派間で矛盾する教義を教えない教師もいた。教師たちは、基礎教育

法の各条項を理解した上で、自身の価値観や思想の下、柔軟に宗教教育を行うべきと考えていた。  

国教会系基礎学校で働く教師の宗教教育についての考え方は様々であるものの、宗教を教える

ことを通して生徒に道徳的人格を形成させ、彼らの教育に責任を持つことが教師の役割であると

考えていた。そのために彼らは、聖職者と協力し宗教教育を行っていた。  

教師に多様な考え方があったことを踏まえると、聖職者との「協力関係」は一筋縄ではいかな

いものであっただろう。しかしながら、両者が交渉を決裂せずに、学校において協力をしたのは

生徒の教育という共通の目的とお互いへの信頼があったためだと思われる。  

 

第四章 国民協会による宗教教育の目的と内容：国民協会の教育出版物に着目して  

第四章では、国民協会と「担い手」の宗教教育認識が、どのような宗教教育の理想の下で構築

されたのか、宗教教育の目的と内容を検討した。そこで、国民協会が、何のために宗教教育を行

うべきと考え、生徒に何を教え、教師に何を求めたのか、彼らが出版した「日曜、平日学校教師

の為の宗教知識手引書」シリーズ五冊をもとに検討した。  

同シリーズが教師に説く教育目的は、「子どもたちを敬虔な崇拝者として教会の一員となるよう

に訓練すること」であり、宗教教育では、宗教的知識よりも信仰心や道徳等の宗教的情操の会得

が重視された。五冊の手引書は二通りの教育を構想している。一つ目は、聖書が記す体系的な歴

史を生徒に関心を持たせ理解させることであり、その過程で重視されたのは、子どもの興味に基

づいた教育の工夫であった。二つ目は、教理問答と祈祷書の暗記による繰り返しにより、宗教的
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心情を体得させることであった。こちらでは、機械的な知識の学習ではなく、教会の教えの反復

によって宗教的情操を養わせるという宗教教育のあり方を教師に理解してもらうことが目指され

ていた。  

 

第五章 基礎教育における非宗派主義の検討  

第五章では、世俗的な道徳教育の検討を通じて、教育の世俗化を推進した人々がどのような教

育の論理と内容を構築していたのかを明らかにした。それにより、これまで先行研究が進歩と衰

退の対比で捉えられてきた世俗的な道徳教育と宗教教育の関係について、相互発展的な関係であ

ったことを指摘した。  

国民協会が宗教教育のあり方を模索した一方、バーミンガムでは世俗的な道徳教育のあり方が

模索された。同地では、世俗的な道徳教育が公教育制度の中で実践され、イングランド全体の基

礎教育に影響を与えた。  

世俗科目としての道徳教育が、どのような道徳教育の論理や内容を構想したのか分析するにあ

たり、同地で使用された教師用手引書『道徳科目の授業実例』を検討した。『授業実例』では、道

徳的徳目が 40 テーマ設定され、究極的な教育の目的を「子どもの性格の形成」として設定してお

り、徳目の教授を通じて、子どもを高潔な性格を備えた人間にすることを理想とした。  

また、基礎教育の世俗化を推進する人々は、国家が要求する国民が備えるべき道徳的徳目を子

どもたちに効率的に、それも宗教に頼らずに獲得させることを模索した。実際、『授業実例』の授

業は宗教的要素を意図的に排除していた。つまり世俗的な道徳教育は、体系化を図る上で、宗教

教育からの脱却や対立を自身の有益性の論理に組み込んでおり、宗教教育の存在を強く意識し続

けていた。  

 

第六章 人々の宗教教育の経験  

第六章では、教育の「受け手」に注目することで、民衆と宗教教育についての理解を捉え直し、

人々が宗教教育を受けたことを、どのように認識し、記憶しているのかという宗教教育の新たな

位置づけを試みた。具体的には、19-20 世紀転換期、基礎学校に通学した生徒と彼らの親による基

礎教育についての証言と回想の分析を行った。  

親たちの証言は、当時のロンドンにおける任意団体立学校と、学務委員会立学校についての印

象、および学校で子どもに宗教教育を受けさせることについての考え方を示していた。証言は、

親たちが労働者階級の誰を代表しているのかで見解が異なり、それは基礎学校での宗教教育に求

めるものに影響を与えていた。  

国教会系基礎学校に通学した人々の回想は、彼らが語る当時の様々な宗教教育の様子とそれに

対する認識のあり方を示していた。分析では、彼らが学校や生活の中で受けてきた宗教教育をど

のように捉えたのか整理するため、「生徒からみた聖職者」、「生徒の受けた宗教教育」、「宗教教育
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の知識や教えをどう受け止めたのか」という三点に注目した。その結果、複数の生徒から宗教教

育や学校での教育が、結果的に彼らの宗教観に影響を与えた事例を見つけることができた。  

本章は、これまで先行研究が描いてこなかった宗教教育を経験した人々の、教育と信仰につい

ての認識・価値観・態度の一端を明らかにした。彼らの「物語」は、基礎学校での教育が人々の

信仰とどう関係するのかを示しており、宗教や信仰の実践についての様々な日常的感覚や態度を

表していた。  

 

終章 研究の成果と今後の課題  

本論文は、以下の三点を成果として挙げる。  

一つ目は、教育の「担い手」たちの宗教教育認識と教育内容、彼らの間に生じた様々な関係性

を明らかにしたことである。聖職者と教師の言説は、従来指摘されてきたような「敵対的な対立

関係」に必ずしも置かれていたわけではない。一方、宗教教育のある場面では、認識や価値観の

相違から「担い手」たちが衝突している様子も確認した。しかし、両者は宗教教育を行うことに

は肯定しており、どのようにすれば、よい宗教教育を提供できるのかを巡り試行錯誤した。つま

り、教育の「担い手」の聖職者と教師は、常に「敵対的な対立関係」にあったのではない。彼ら

は宗教教育について、生徒の人格形成に必要だとする利害の一致から協力と協議を繰り返した。  

二つ目の成果は、宗教教育と「世俗化」を目指す道徳教育にどのような違いがあるのかを明ら

かにしたことである。これにより、「宗教か世俗か」という両極の理論を比較し、両者の関係と影

響を明らかにした。19 世紀末、双方の教育動向は、お互いが共に注目を向け意識していた。国民

協会が目指した宗教教育は、いかに信仰を内面化させるかを志向しており、宗教教育の実践例に

加えて、何故宗教を学ぶべきなのかという点を強く協調していた。バーミンガム学務委員会が目

指したのは、国家の要求する道徳をいかに獲得させるのかという効率性であり、道徳教育の有用

性を示すことで宗教教育に対抗しようとした。両者の教育に注目すると、どちらかが新しい、古

いという単純な構図で分けることのできない、当時の公教育の動的な様相が示されていた。  

三つ目は、基礎学校での宗教教育を複数の視点から捉え直す中で、「受け手」の宗教教育の経験

を「小さな物語」として新たに提示したことである。国教会系基礎学校での宗教教育は、敬虔な

人物にとって、後の人生を豊かにする契機となった。一方、そうでない人物にとって、宗教教育

は日常的で退屈なものに過ぎなかったが、退屈と記憶される宗教教育に何も意味がなかったのか

と言えばそうではなかった。多様な宗教教育の記憶からは、彼らが宗教教育の価値を認めた多様

な理由を導き出した。信仰から完全に切り離された価値観が、19 世紀末の公教育制度の変化を境

に普及したとする従来の公教育の世俗化理解とは異なる状況があった。  

これらの成果から導き出せる、イングランドの公教育における「世俗化」とは何か、また近代

公教育における宗教教育とはどのような存在なのか。これまで、先行研究で議論されてきたイン

グランド公教育の「世俗化」は、宗教教育の衰退という理解から導き出されてきた。しかし、宗
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教教育の重要性は、教育の担い手によって強く意識され、熱心に実施された。だからこそ、宗教

教育とそれに対抗する新たな教育は、両者ともその論理と教育方法を研鑽・発展させた。宗教教

育に価値を見出す親や生徒もおり、宗教教育の衰退という言説では捉えることのできない、社会

や人生を構成する重要な要素としての宗教教育が存在していた。  

宗教や信仰は、国家や教会組織の思惑、教会や学校といった場所、あるいは聖職者や教師の認

識とは異なる次元で理解され、受容された。分析の対象には、非国教徒の家庭に育ち、国教会系

基礎学校で宗教教育を受けた人々もいる。彼らの親にとって、宗教教育を受けさせることは、望

ましくないことであったのかもしれない。しかし、当人にとって宗教教育は世俗科目と同様、日

常的な学習の一つとして受け止められていた様子を複数確認することができた。このような姿は、

これまで宗教教育を「是」か「非」かで、議論してきた先行研究が見落としてきた人々の宗教教

育の受容の有様であった。  

宗教教育、あるいは信仰に対する人々の認識には、宗教教育を受容する姿勢についても幾千も

の階調が存在している。そうならば、学校という空間を軸にして教育が「世俗化」することを測

ることは不可能なことを認めざるを得ない。  

本研究が改めて指摘するのは、宗教教育の一般性である。つまり、宗教教育は当時のイングラ

ンド社会において、これまで想定されてきた程、特殊なものではないということである。宗教教

育は、公教育の中で「担い手」によって、特別なものと位置づけられた科目ではある。しかし教

育の「受け手」に目を向けた時、こうした特別な科目であるという「担い手」の期待がどこまで

伝わっていたのかは判然としない。彼らにとって、宗教教育とは、学校生活の日常における一場

面に過ぎず、良くも悪くも、他の科目と大差がないものであった。  
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